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本文フォントは 
メイリオ（文字サイズ10以上） 

タイトルフォントは 
メイリオ太字 

《 本件に関するお問合せ先 》 

㈱十八親和銀行 クオリティ統括部 担当：平口・山口 

TEL 095 – 828 – 8034 

本文フォントは 
メイリオ（文字サイズ10以上） 

タイトルフォントは 
メイリオ太字 

※一度閉じて右クリック⇒プロパティ 
 ⇒詳細のタイトル部分も変更して 
 ください。 
 
「PowerPoint プレゼンテーション」 
        ↓ 
「●●●」（リリースタイトルに変更） 

以  上 

 株式会社十八親和銀行（取締役頭取 山川 信彦）は、長崎県内の金融機関・関係団体等とともに、
長崎県内の金融リテラシー向上に取り組む組織として「ALL長崎 金融リテラシー向上プロジェクト推
進協議会」を組成いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
 この取り組みは、成年年齢の引き下げや資産所得倍増プランの閣議決定など若年層の資産形成をめ
ぐる環境の変化を受け、地域金融機関が中心となって官学金一体で主に長崎県の若年層の金融リテラ
シー向上を目指すものです。他の地域ではみられない取り組みであり、全国のモデルとなる取り組み
を進めてまいります。 

「ALL長崎 金融リテラシー向上プロジェクト推進協議会」概要 

十八親和銀行の役割 

• 観光消費拡大に向けた飲食・小売店舗の「STLOCAL」参画に向けた支援 

• 観光体験向上に向けた観光周遊プログラム企画支援 

• ながさきのまち魅力発信を目的とした「STLOCAL」のPR支援 

• 長崎県内の高等学校に対し協議会より講師を派遣し、金融経済教育（出前授業）を
実施します 

• 共通教材を作成し、講師の所属に関わらず、均質の授業を提供します 

〈体制イメージ図〉  

• 金融や経済に関する知識や判断力を持つことで、「県民一人一人が経済的に自立し、
“よりよい暮らし”ができること」を目指します 目的 

取組内容 

記 

※「ALL長崎」には、官学金一体に加え、子供たちひとり残らずとの意味を込めました 



＜協議会構成団体＞順不同

生命保険協会長崎県協会

北九州銀行長崎支店 生命保険会社

佐賀銀行長崎支店 アクサ生命(長崎支社)

十八親和銀行 朝日生命(西九州支社)

長崎銀行 アフラック生命(長崎支社)

長崎中央郵便局ゆうちょ銀行長崎店 アフラック生命(長崎提携支社)

西日本シティ銀行長崎支店 オリックス生命(長崎支社)

肥後銀行長崎支店 かんぽ生命(長崎支店)

福岡銀行長崎支店（佐世保支店） かんぽ生命(佐世保支店)

みずほ銀行長崎支店 ジブラルタ生命(長崎支社)

三菱UFJ銀行長崎支店 ジブラルタ生命(佐世保支社)

証券会社 住友生命(長崎支社)

野村證券長崎支店 ソニー生命(長崎LPC第１支社)

みずほ証券長崎支店 ソニー生命(長崎LPC第２支社)

大和証券長崎支店 ソニー生命(長崎LPC第３支社)

SMBC日興証券長崎支店 ソニー生命(佐世保支社)

信用金庫 SOMPOひまわり生命(長崎支社)

九州ひぜん信用金庫 第一生命(長崎支社)

たちばな信用金庫 第一生命(佐世保支社)

信用組合 大樹生命(長崎支社)

西海みずき信用組合 大同生命(長崎支社)

長崎三菱信用組合 太陽生命(長崎支社)

福江信用組合 東京海上日動あんしん生命(長崎支社)

九州信用漁業協同組合連合長崎統括支店 日本生命(長崎支社)

九州労働金庫長崎県本部 日本生命(佐世保支社)

商工組合中央金庫長崎支店 富国生命(長崎支社）

農林中央金庫長崎支店 マニュライフ生命(長崎支社)

長崎県信用保証協会 三井住友海上あいおい生命(長崎支社)

日本政策金融公庫長崎支店・佐世保支店 明治安田生命(長崎支社)

日本損害保険協会（あいおいニッセイ損害保険） メットライフ生命

長崎県食品安全・消費生活課（長崎県消費生活センター） ＜協議会事務局＞長崎銀行協会

長崎市役所市民生活部消費者センター ＜協議会支援・協力団体＞財務省長崎財務事務所

＜協議会支援・協力団体＞日本銀行長崎支店

以上、60団体

＜連携＞長崎県教育庁・長崎県総務部

銀行


